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  Reviewing 361 autopsy cases of malignant neoplasm at our hospital， we surveyed frequ－

ency of the involvement of the genito－urinary organs and the adrenal glands by metastatic

an’?infiltrative process by malignant turnors originated in the other organs． Results were as

fo11ows ： Metastases to these organs vLiere most frequently found in the adrenal giands and

kidneys． Metastases to the adrenal glands occurred in 56 of 361 cases （in 33％ of・carcinoma

of the lungs， 32％ of malignant lymphoma， 28％ of carcinoma of tlie pancreas and 25％ of

carcinoma of the rectum， respectively）． Metastases to the kidneys occurred in 42 of 361 cases

（in 37％ of malignant lymphoma and 31％ of carcinoma of theユungs， respectively）． Metas－

tases into the other genito－urinary organs were rarely found． Direct infiltration into the uri－

nary bladder occurred in 69％ of carcinoma of the uterus and 50％ of carcinoma of the

recturn， respectively． Hydronephrosis possibly due to infiltration of malignant tumor around

the ureter were found in 77％ of carcinoma of the uterus， 50％ of carcinoma of the rectum，

14％ of carcinoma of the ovary， 11％ of carcinoma of the stomach and ll％ of carcinoma of

the pancreas， respectively．

緒 言

 患者が泌尿器系の臨床症状を訴えて，あるいは泌尿

器系の異常を発見されて泌尿器科医を訪れ，それが腫

瘍により起こされたものと診断された場合必ずしも泌

尿器系原発の腫瘍によるとは限らないことはしばしぼ

経験させられることである．子宮癌や直腸癌など泌尿

器系臓器に近接する臓器原発の悪性腫瘍が泌尿器系臓

器に浸潤を起こすことはよく知られており，われわれ

も日常診療上注意するところであるが，その他の臓器

に発生した悪性腫瘍が泌尿器系臓器にどの程度転移，

浸潤を起こすかについては案外知られていないように

思われる．そこでわれわれは泌尿器系以外の原発悪性

腫瘍の泌尿器系臓器への転移，浸潤がどの程度にみら

れるか，またその結果惹起される尿路系の合併症につ

いて若干の検討を試みた．

対 象

 1963年より1972年までに当院で剖検された泌尿器系

以外の原発悪性腫瘍症例361例を対象とした．悪性腫

瘍の原発巣および例数はTable 1に示すとおりであ

る．症例の平均年齢は57歳で，男女比は1．38：1であ

った，泌尿器系臓器とは一般に泌尿器科で取り扱う臓

器という意味で，副腎，尿路系臓器，．男子生殖器を指
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は悪性リンパ腫が37％と最も高頻度であり，以下肺

癌，直腸癌，白血病，胆道癌，子宮癌，乳癌，膵癌，

胃癌，食道癌，肝癌，卵巣癌の順であった（Table
3）．

Table 3． 腎   転   移

i 1腎転移頻團
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合 計 361

した．

結 果

 1） 副腎転移は361例中56例（16％）に認められた．

このうち63％は両側性であった．原発部位別転移頻度

は肺癌が最も高く，その33％が副腎転移を起こし，以

下悪性リンパ腫膵癌直腸癌白血病，乳癌，胆道

癌，食道癌，胃癌，子宮癌，肝癌，卵巣癌の1順であっ

た（Table 2＞．
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Table 2． 副 腎 転 移
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 3）尿管への転移，浸潤は組織学的に正確に把握す

ることはできなかったが，尿管自身への漫潤，転移は

少ないも．のと推測された．しかし尿管周囲組織への悪

性腫瘍の浸潤により発生したと推定される水腎症は

361例中46例に認められ，そのうち両側性に認められ

たものは29例（63％）であった，最も頻度の高いもの

は子宮癌で77％に水腎症が認められ，以下直腸癌，卵

巣癌，胃癌，膵癌の順であった（Table 4）．

Table 4． 悪性腫瘍の侵襲により発生したと推定され

る水腎症

原発巣

子宮癌
直腸癌
卵巣癌
胃  癌

膵  癌

合

全例数
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右1劇両
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合計
頻度
（％）

20 1 77

6 1 50

1 1 14

17 L 11

2 1 11

計36一・61・61・レ3・9

2） 腎転移は361例中42例（12％）1こ認められた，

このう払38％が両側性であった．原発部位別転移頻度

 4）膀胱への浸潤，転移は361例中32例（9％）に

認められた．近接臓器である子宮癌と直腸癌からの連

続三二が大部分であり，子宮癌の69％，直腸癌の50％

に膀胱浸潤を認めた．そのほかに卵巣癌7例中2例に

膀胱浸潤を認めた，遠隔転移としては胃癌4例，食道
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癌1例，悪性リンパ腫1例に膀胱転移が認められた

（Table 5），

Table 5．膀胱侵襲

1原発刺全例数鰍侵鄭癩度（％≧
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 5） そのほか，前立月熱こは直腸癌の連続浸潤が1

例白血病の転移が1例認められた．睾丸には悪性リ

ンパ腫および白血病の転移が1例ずつ認められた．

考 察

 悪性腫揚が原発部位より他臓器へ浸潤，転移を起こ

す過程には，概略次のような諸要素の介入が考えられ

る，すなわち第1には，腫瘍自，身の性格というべき腫

瘍細胞の異型性（悪性度），間質の構成の仕方，腫瘍

細胞と間質との共存の仕方，第肌こは腫瘍の発生した

臓器の循環器系との関連，第3には腫瘍をもつ生体の

年齢，栄養状態および免疫を含めた抵抗性の問題があ

る．これらの要素に支配されながら腫瘍は他に向かっ

ての膨脹性発育，浸潤性発育，接触転移，体腔内への

播腫，管腔，リンパ循環路，血液循環路を経ての遠隔

転移という現象を起こすものと考えられる．

！）泌尿器系臓器への転移につい

 Klinger（1951）1）によれば5，000例の剖検例中泌尿

器系臓器に転移を認めたものは142例であり，このう

ち腎転移は118例，膀胱転移は33例，前立腺転移はユ0

例，尿管転移は7例，精のう腺転移は4例，聖丸転移

は3例としている．

 原発巣は腎転移では悪性リンパ腫（白血病を含む），

肺癌，胃癌が多く，膀胱転移では悪性リンパ腫，胃癌

が多いという．本邦においては森ら（1963）2）が719例

の悪性腫瘍剖検例を対象として転移の状態を詳細に

調べているが，これによると泌尿器系臓器への転移は

135例 （19％）， 蔑理腎115修司 （16％）， 畢丸17佛唖 （2％），

膀胱15例（2％），前立腺6例，尿管3例，副睾丸1

例であり，腎，副腎への転移は肺，肝，骨への転移に

次いで高率である．原発巣は腎転移では白血病，悪性

リンパ腫，肺癌が多く，副腎転移では乳癌，肺癌，喉

頭癌，白血病などが多く，睾丸膀胱への転移では白

血病，悪性リンパ腫が多いという．本調査の結果も対

象とした腫瘍の種別頻度のちがいなどを考慮するとこ

れらの報告と大略一致する結果であった．

 そこで泌尿器系臓器の中で最も転移の起こりやすい

副腎，腎の場合についてまず考えてみたい．副腎や腎

は体内でも最も血流に富む臓器の1つであり，血行性

転移を起こしやすいことは想像に難くない．血行性転

移が起こるためには三野細胞が血中にはいることが前

提となる．

 一般にリンパ行性転移では胸管を経て血流にはいる

かリンパ節内で直接血流に移行するといわれており3”v

5），この点広範なリンパ節を系統的に侵す悪性リンパ

腫は腫瘍細胞を大量に血中へ放出するであろうし，白

血病ではさらに大量の腫瘍細胞が血中に存在するわけ

であるから，これらの腫瘍が副腎や腎に血行性転移を

起こしやすいことは当然考えられることである．

 Walther（1948）6）は肝や肺を腫瘍細胞の一種の濾

過器と考え，門脈系臓器からの二二細胞は肝，肺の二

重濾過器を通過しなければ大循環系にはいりえず，大

静脈系臓器からの二三細胞は肺で濾過されなければ大

循環系にははいりえないと考えた．この点で直接大循

環系に腫瘍細胞が散布される肺癌は副腎や腎に転移を

起こしやすい条件下にあるといえよう．それでは肺癌

以外で，肺転移のある症例は肺転移のない症例よりも

副腎や腎に転移を起こしやすいであろうか．本調査に

おいてこの関係を調べてみると，肺癌を除いた全症例

319例のうち肺転移のあるものは65例で，このうち副

腎転移を合併するものは14例（21．5％），腎転移を合

併するものは11例（16．9％）であった．一方，肺転移

のない症例254例中，副腎転移のある症例は28例（1王．

O％），腎転移のある症例は19例（7．4％）であり，肺

転移のある症例はこれのない症例の約2倍の頻度で副

腎や腎に転移を起こすことになる．しかし肺転移が副

腎転移や腎転移の必要条件であるわけではなく，肺が

果して腫瘍細胞を捕捉する濾過器として役立っている

かどうかは不明であり，転移が簡単な血行機械論のみ

で説明でぎるとは考えられない．そこで考えられなけ

ればならないことは腫瘍に対する各臓器の適合性や親

和性の問題である7）．動物実験において左心室に各種

腫瘍細胞を注入すると，腫瘍の種類によって各臓器の

転移形成頻度は異なるが，肺，腎，副腎は共通して転

移頻度が高いという8・9）． この事実は腫瘍細胞の臓器

親和性の存在を示唆するとともにこれらの臓器が腫瘍

細胞の定着しやすい何かを有することを想定させる．

梶田ら（1969）！。）は3，612例の剖検例の検討から副腎

と肺癌，腎と肺癌，絨毛上皮腫の間にきわだった親和
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性を証明している．中村ら（1966）11）は臓器親和性の

ほかに各臓器にはそれぞれ特有の血管構造があり，そ

れぞれ腫瘍細胞の即時通過性が異なり，これが臓器に

よる転移頻度の差をつくる原因の1つであると述べ，

動物実験から肺は即時通過性が最も悪く，肝，腎がこ

れに次いで悪く，脳や筋肉は通過性がよいと述べてい

る．

 以上のごとく副腎や腎への転移は血行性転移が多い

と考えられるが，後腹膜リンパ節転移のある場合には

腫瘍によるリンパ管閉塞が起こり逆行性リンパ行性転

移が起こる可能性も考えられなければならない4・5）．

とくに悪性リンパ腫や白血病においては後腹膜リンパ

節に広範に腫瘍の存在することが多いため，このよう

な転移形式による副腎，腎への転移も多いものと考え

られる．

 副腎，腎以外の泌尿器系臓器に対する転移の頻度は

諸家の報告と同様，本調査においても低くむしろ例外

的である．この原因については副腎や腎にくらべてこ

れら臓器の血流量が少ないためか，これら臓器に対す

る悪性腫瘍の臓器親和性が乏しいためか，ほかに何か

原因があるのか明らかではない．

 膀胱に対する悪性腫瘍の転移についてはいくつかの

報告があるがGoldstein（1967）12）eま・146例を集計し

た．これによると悪性黒色腫が55例と最も多く，次い

で胃癌34例，乳癌16例，腎癌14例，肺癌11例，その

他としている．転移経路としては血行性，リンパ行性

（主として逆行性）が考えられるわけであるが，胃癌

など腹膜内臓器原発の場合は播種性に起こる腹膜転移

（Schnitzler転移）や卵巣転移を経由して膀胱に達す

る場合もあると考えられる． Hemmann（1929）13）は

膀胱転移の前提として卵巣転移を強調している．

 睾丸への転移も非常にまれで本調査においても白血

病，悪性リンパ腫においてそれぞれ1例ずつみられた

のみであるがHanash（1969）14）は睾丸転移を9例集

め，原発巣では前立腺癌が3例で最も多く，腎癌2

例，胃癌2例その他としている．転移経過としては血

行性または逆行性リンパ行性転移が考えられるが，血

行性転移の中には睾丸静脈を経て逆行性に睾丸転移を

起こすこともあるという．

2） 泌尿器系臓器への連続浸潤について

 子宮癌や直腸癌が膀胱および尿管周囲に連続浸潤を

起こすことはよく知られている。子宮癌の膀胱浸潤に

ついては剖検例で中西ら（1969）15）によれば36％，森

ら（1963）2）によれば43％，宿下ら（1966）16）によれば

58％にみられるといわれる．直腸癌の膀胱浸潤につい

ては剖検例では森ら（1963）2）によれば23例中3例で

13％と少ない（これは直腸癌を結腸癌として一括した

ためと考えられる）が，臨床例では間島ら（1967）17）

によれば16．7％，西島ら（1969）18）によれば29．8％に

みられるといわれる。本調査では子宮癌の膀胱浸潤は

69％，直腸癌の膀胱浸潤は50％で従来の報告よりも若

干高頻度にみられた．そのほか卵巣癌の膀胱浸潤も7

例中2例に認められた，

 尿管に対する悪性腫瘍の侵襲も連続浸潤が大部分

で，真の尿管転移はまれであるといわれる19，20）．尿管

に悪性腫瘍の浸潤が起これば程度の差はあれ大多数の

症例に水腎症が起こると考えられる．子宮癌による水

腎症は中西ら（1969）15）によれぽ62％，高井（1963）21）

によれば90％，宿輪ら（1966）16）によれば92％に認め

られるという．本調査においては組織学的に正確に尿

管浸潤の状態を把握することができなかったため，津

屋ら（1968）22）の述べるような放射線照射による尿管

狭窄や手術や炎症による搬痕形成による水腎症を完全

に否定し去ることはできないとしても，尿管周囲への

悪性腫瘍の浸潤により発生したと推定される水腎症は

子宮癌によるもの77％，直腸癌によるもの50％，卵巣

癌によるもの14％，胃癌によるもの11％，膵癌による

もの11％であった．これら水腎症は両側性のことが多

く尿毒症をひき起こして患者を死に至らしめる危険が

大であり23），臨床的には腎への転移よりむしろ問題で

あろう．

 以上，泌尿器系臓器に対する悪性腫瘍の転移浸潤に

ついて検討したが，本調査において泌尿器系臓器に転

移浸潤を認めた症例の大多数はすでに他の臓器に広範

な転移浸潤を形成しており，これら症例に対する治療

は著しく制限されるものと考えられる．

結 論

 泌尿器系以外の臓器に発生した各種悪性腫瘍の当院

剖検例361例を対象として泌尿器系臓器への転移，浸

潤について検討した結果以下の知見を得た．

 1） 泌尿器系臓器のうち副腎，腎は最：も転移を起こ

しやすく，原発部位によりその頻度は異なるが，とく

に悪性リンパ腫や肺癌はこれらの臓器に高率に転移が

認められた．その他の泌尿器系臓器への転移は例外的

であった．

 2）膀胱には子宮癌や直腸癌の連続浸潤が高率に認

められた．

 3） 尿管周囲組織への悪性腫瘍の浸潤により発生し

たと推定される水腎症は子宮癌，直腸癌において高率

に認められた．しかしそのほかにも卵巣癌，胃癌，膵

癌においてかなりの頻度で認められたことは注目すぺ



きである．

 稿を終えるに当り，本調査に絶大なるご協力を賜わった当

院病理検査科山口正直博士に深謝いたします．

 なお本論文の要旨は1974年10月5日第39回日本泌尿器科学

会東部連合地方会において発表した．
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